
廿
日
市
宿
と
幻
の
「
大
新
の
桶
ず
し
」-

謎
の
酢-

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    

荒
瀬
良
彦 

◆
は
じ
め
に 

往
時
、
廿
日
市
に
「
大
新
の
桶
ず
し
」
な
る
押
し
寿

司
の
一
種
が
非
常
に
評
判
で
あ
っ
た
と
聞
き
、
今
は
な

き
幻
の
「
大
新
の
桶
ず
し
」
の
文
献
を
探
す
こ
と
五
ヶ

月
難
儀
し
、
や
っ
と
、
廿
日
市
町
史 
資
料
編 

Ⅳ
 

民
族
関
係
資
料
の
項
目
に
関
係
記
述
が
あ
る
と
わ
か

り
、
は
つ
か
い
ち
市
民
図
書
館
を
訪
ね
て
み
た
。
廿
日

市
町
史 

資
料
編 

Ⅳ
 

八
九
六
頁
に
「
大
新
桶
ず

し
」
の
記
述
が
あ
り
引
用
す
る
と
、
つ
ぎ
の
よ
う
で
あ

る
。 ◆

大
新
桶
ず
し 

『
廿
日
市
町
大
新
桶
ず
し
ト
イ
へ
バ
古
来
廿
日
市
名

物
ノ
一
二
テ
味
も
非
常
に
宜
シ
カ
リ
キ
、
其
起
源
ハ
遠

ク
戦
国
時
代
二
ア
リ
、
戦
争
混
雑
ノ
場
合
ナ
レ
バ
ざ
ら

ず
し
ト
テ
ざ
ら
ヲ
ワ
ザ
ト
使
ヒ
、
桶
ヲ
す
し
を
け
と
ナ

シ
ツ
ケ
ル
ナ
リ
。
桶
ノ
マ 

ゝ
売
レ
ル
ヲ
広
島
辺
ヨ
リ

極
楽
寺
に
参
リ
シ
モ
ノ
土
産
ト
シ
テ
数
多
買
ヒ
帰
リ

居
タ
リ
キ
』 

と
数
行
で
あ
る
。
年
配
の
方
に
お
聞
き
し
て
も
、
残
さ

れ
た
史
料
は
な
く
、
口
伝
承
の
よ
う
で
あ
る
。 

下
記
の
由
来
か
ら
戦
国
の
起
源
は
信
じ
難
い
と
こ

ろ
が
あ
る
。
時

代
が
少
し
早
過

ぎ
る
気
が
す
る

の
で
あ
る
。
上

記
の
戦
争
混
雑

な
る
と
は
、
戦

国
時
代
の
桜
尾

城
を
中
心
と
し

た
厳
島
神
主
家

の
争
い
、
折
敷

畑
の
合
戦
、
翌

年
の
厳
島
合
戦

な
ど
を
い
う
の

で
あ
る
な
ら
ば
、

廿
日
市
は
物
騒

な
第
一
級
の
危
険
地
域
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
生
活

基
盤
の
あ
る
地
元
の
庶
民
は
、
や
む
を
得
ず
、
息
を
ひ

そ
め
て
、
暮
ら
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
が
、
物
見
遊
山

の
観
光
客
が
、
こ
の
地
を
わ
ざ
わ
ざ
旅
す
る
と
は
考
え

ら
れ
な
い
。
し
か
し
東
西
へ
の
行
き
来
は
、
当
時
の
世

情
で
あ
っ
て
も
皆
無
で
あ
る
と
は
云
え
な
い
の
で
あ

る
が
、
は
た
し
て
商
売
と
し
て
成
り
立
つ
か
疑
問
が
残

る
の
で
あ
る
。 

時
代
が
下
が
り
、
間
駅
の
草
津
村
・
宿
駅
玖
波
村
の

中
間
に
位
置
す
る
宿
駅
廿
日
市
は
宿
場
町
で
あ
り
、
本

陣
を
は
じ
め
と
し
、
小
規
模
な
旅
籠
が
あ
り
、
「
大
新

の
桶
ず
し
」
は
世
情
が
安
定
し
て
く
る
江
戸
時
代
に
そ

の
起
源
が
見
い
だ
せ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。 

 

◆
近
世
の
交
通 

広
島
藩
の
交
通
網
が
画
期
的
に
整
備
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
の
は
、
寛
永
十
年
（
一
六
三
三
）
の
幕
府
巡

見
使
の
巡
察
で
あ
っ
た
。
藩
は
御
茶
屋
作
事
・
道
橋
・



一
里
塚
各
奉
行
を
任
命
し
、
領
内
十
五
箇
所
に
三
軒
ず

つ
の
御
茶
屋
を
設
け
、
道
路
幅
を
西
国
街
道
は
二
間
半

(

約
四
．
五
メ
ー
ト
ル
）、
石
見
・
出
雲
路
は
七
尺
（
約

二
．
三
メ
ー
ト
ル
）
、
村
伝
い
の
小
道
は
三
尺
（
約
一

メ
ー
ト
ル
）
に
定
め
、
一
里
三
六
丁
の
制
が
決
め
ら
れ
、

こ
の
時
、
一
里
塚
が
設
置
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
廿
日
市

の
御
茶
屋
作
事
奉
行
に
は
林
権
大
夫
が
任
命
さ
れ
た
。

翌
寛
永
十
一
年
に
も
、
巡
見
使
の
通
行
が
あ
っ
た
の
で
、

廿
日
市
か
ら
井
口
に
か
け
て
の
西
国
街
道
は
、
満
潮
時

に
な
る
と
通
行
が
困
難
で
あ
っ
た
た
め
、
藩
は
米
田
十

兵
衛
・
河
原
藤
兵
衛
を
奉
行
に
任
命
し
て
道
普
請
を
行

わ
せ
て
い
る
。 

こ
の
よ
う
に
近
世
の
交
通
の
制
度
・
施
設
は
、
寛
永

十
年
（
一
六
三
三
）
の
幕
府
巡
見
使
の
巡
察
を
機
に
、

さ
ら
に
寛
永
十
二
年
（
一
六
三
五
）
か
ら
制
度
化
さ
れ

た
「
参
勤
交
代
」
に
よ
っ
て
整
備
・
確
立
さ
れ
て
い
っ

た
。 西

国
街
道
に
は
そ
の
要
地
に
宿
駅
が
設
け
ら
れ
た
。

宿
駅
は
、
幕
府
諸
役
人
や
諸
大
名
・
公
家
な
ど
の
公
用

の
通
行
に
際
し
、
人
馬
の
継
ぎ
立
て
や
旅
宿
・
飛
脚
な

ど
の
用
を
果
た
し
た
。
参
勤
交
代
の
大
名
や
幕
府
諸
役

人
の
宿
泊
に
あ
て
る
本
陣
や
脇
本
陣
を
中
心
に
、
そ
の

従
者
や
一
般
旅
客
の
宿
泊
に
あ
て
ら
れ
る
町
屋
が
建

ち
並
び
、
街
道
沿
い
に
駄
賃
定
め
の
高
札
が
建
て
ら
れ

て
い
た
。 

 『
旧
山
陽
道
行
程
記
』 

 

寛
保
二
年
（
一
七
四
二
） 

毛
利
家 

絵
図
方 

有
馬
喜
三
太
作 

 

イ 

正
連
寺 

 
 

慶
長
二
年(

一
五
九
七)

の
こ
ろ
、
僧
安
西
四

十
余
歳
の
と
き
当
地
に
来
て
建
立
し
た
と
い
う
。 

ロ 

戎
町 

ハ 

本
陣 

山
田
治
右
エ
門 

 
 

周
防
前
司
藤
原
親
実
が
神
主
職 

(

承
久
三
年(

一

二
二
一
年)

に
な
っ
た
と
き
、
山
田
氏
も
鋳
物
師 

(

鉄

を
材
料
と
す
る
い
ろ
ん
な
物
を
作
る
鋳
工)

と
し
て
鎌

倉
扇
が
谷
（
お
う
ぎ
が
や
つ
）
か
ら
厳
島
神
社
造
営
の

た
め
、
廿
日
市
に
や
っ
て
来
た
と
さ
れ
る
。
天
文
十
年

(

一
五
四
一)

友
田
興
藤
が
最
後
の
神
主
家
と
し
て
滅

亡
す
る
と
、
当
地
は
大
内
・
陶
・
毛
利
氏
に
よ
る
支
配

が
変
転
し
、
商
人
・
職
人
に
も
盛
衰
が
あ
っ
た
。
山
田

氏
は
厳
島
神
主
家
の
時
代 

「
中
丸
・
新
里
・
糸
賀
」

と
い
わ
れ
た
神
領
衆
で
あ
っ
た
糸
賀
氏(

宗
高
尾
城
主
、

神
主
家
滅
亡
後
毛
利
方)

と
平
次
郎
を
養
子
と
し
た
関

係
を
持
ち
、
鋳
物
師
だ
け
で
は
な
く
、
庄
屋
、
本
陣
役

を
も
兼
ね
た
有
力
者
と
な
っ
た
。 

二 

正
覚
院
・
天
満
宮 

ホ 

御
制
札
（
ご
せ
い
さ
つ
） 

 
 

東
材
木
町
の
北
側
の
建
物
の
中
に
あ
る
。 

「
廿
日
市
上
り
下
り 

駕
籠
定
め
の
事 

玖
波
江
四

里
本
馬
百
八
十
文 

半
馬
百
五
十
二
文 

軽
尻
百
廿

四
文 

人
足
六
十
文 

広
島
江
三
里 

本
馬
百
廿
四

文 

半
馬
百
四
文 

軽
尻
七
十
九
文 

人
足
六
十
文
」



と
書
か
れ
て
お
り
、
廿
日
市
が
宿
場
町
で
あ
る
こ
と
が

わ
か
る
。 

ヘ 
裏
町 

の
ち
後
小
路 

真
宗 

光
明
寺 

 
 

天
文
十
五
年(

一
五
四
六)

鎮
光
坊
円
尊
開
基
。 

 

円
尊
は
元
毛
利
元
清
家
臣
で
渡
辺
与
右
衛
門
慰
清
正

と
い
う
武
士
な
り
。 

厳
島
社
神
主
家
争
い
に
突
入
し
た
大
永
三
年(

一
五

二
三)

四
月
十
一
日
、
友
田
興
藤
挙
兵
時
、
石
内
水
晶

城
の
杉
甲
斐
守
は
、
こ
の
狭
い
後
小
路(
光
明
寺
前
の

通
り)

に
て
武
田
方
に
討
た
れ
た
。 

ト 

浄
土
宗 

長
恩
寺 

 
 

永
禄
九
年(

一
五
六
六)

 

龍
天
上
人
開
基
。 

現
在
の
潮
音
寺
。
海
岸
の
際
の
潮
の
音
の
す
る
場
所
に

建
つ
こ
と
か
ら
そ
の
名
の
由
来
が
あ
る
。 

 

◆ 

西
国
街
道
の
道
普
請 

秀
吉
廿
日
市
に
来
た
る 

 

中
世
期
の
山
陽
道
は
安
佐
南
区
―
佐
伯
区
石
内
―

佐
伯
区
寺
田
・
五
日
市
・
三
宅
―
佐
方
（
山
陽
女
学
園

の
北
麓
）
―
洞
雲
寺
馬
場
先
―J

R

廿
日
市
駅
の
そ
ば
ー

蓮
教
寺
前
―
須
賀
―
可
愛
か
ら
宮
内
へ
で
あ
っ
た
よ

う
で
あ
る
。
戦
国
期
か
ら
近
世
初
頭
の
一
六
世
紀
に
な

る
と
、
瀬
戸
内
沿
岸
部
沿
い
に
変
更
さ
れ
て
き
た
。
毛

利
輝
元
は
、
九
州
平
定
を
目
論
見
み
北
上
し
た
薩
摩
国

島
津
氏
平
定
の
た
め
、
天
正
十
五
年
（
一
五
八
七
）
正

月
十
六
日
付
書
状
で
、
下
向
す
る
豊
臣
秀
吉
が
廿
日
市

に
止
宿
す
る
に
際
し
、
宿
構
え
に
遺
漏

い

ろ

う

（
手
抜
か
り
）

な
き
よ
う
命
じ
る
と
と
も
に
、
桜
尾
の
城
廻
り
と

并
な
ら
び
に

町
中
の
掃
除
、
道
の
整
備
、
町
入
口
の
道
幅
拡
張
を
さ

せ
た
（
町
史
通
史
編 

七
毛
利
輝
元
書
状
六
九
一
頁
）
。 

こ
の
書
状
は
、
元
就
の
孫
毛
利
輝
元
が
桜
尾
城
在
番

桂
少
輔
五
郎
元
依
に
命
じ
た
も
の
で
す
。 

大
名
の
宿
泊
先
と
さ
れ
た
本
陣
は
、
江
戸
期
の
参
勤

交
代
に
よ
る
制
度
で
宿
駅
と
共
に
整
備
さ
れ
た
も
の

な
の
で
当
時
は
も
ち
ろ
ん
本
陣
は
存
在
し
ま
せ
ん
（
次

の
宿
駅
参
照
）
。 

『
天
正
十
五
年
（
一
五
八
七
）
三
月
豊
臣
秀
吉
は
島

津
討
伐
で
陸
路
備
中
中
山
迄
下
り
、
三
月
十
七
日
船
で

廿
日
市
に
着
き
桜
尾
城
に
入
っ
た
。
翌
日
秀
吉
は
厳
島

に
社
参
し
て
桜
尾
城
に
帰
り
、
十
九
日
岩
国
永
興
寺

よ

う

こ

う

じ

に

下
っ
た
。
』
（
「
桜
尾
城
と
そ
の
時
代 

藤
下
憲
明
著
」 

六
十
三
頁
最
末
行
～
六
十
四
頁
）
。 

ま
た
『
豊
臣
秀
吉
が
島
津
征
伐
の
途
次
、
毛
利
輝
元

の
案
内
で
参
拝
し
た
時
、
こ
の
岡
に
あ
っ
た
大
楠
を
見

て
経
堂
を
建
立
す
る
こ
と
を
思
い
立
ち
、
部
将
安
国
寺

恵
瓊
（
あ
ん
こ
く
じ
え
け
い
）
に
命
じ
て
こ
れ
を
宰
領

せ
し
め
た
と
大
願
寺
文
書
に
あ
り
。
』
（
「
伊
都
岐
島 

厳
島
神
社
社
務
所 

昭
和
五
十
一
年
、
平
成
七
年
十
二

月
改
定
」
五
十
三
頁
十
六
行
～
十
七
行
）
。 

こ
れ
ら
よ
り
気
に
な
る
秀
吉
の
止
宿
先
と
し
て
は
、

警
固
の
面
か
ら
最
も
安
全
と
思
わ
れ
る
桜
尾
城
で
あ

っ
た
と
推
測
で
き
る
の
で
す
。 

 

◆
宿
駅 

広
島
藩
の
宿
駅
は
、
御
茶
屋
（
藩
主
の
別
荘
）
が
設

け
ら
れ
た
駅
と
、
庄
屋
ら
の
居
宅
や
町
屋
を
本
陣
・
脇

本
陣
と
し
て
宿
泊
す
る
駅
と
に
分
け
ら
れ
る
。
当
宿
は

寛
永
十
年
（
一
六
三
三
）
の
幕
府
巡
見
使
の
巡
察
に
際

し
御
茶
屋
が
設
け
ら
れ
た
が
寛
文
年
間
（
一
六
六
一
～

一
六
七
二
）
以
前
に
廃
止
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
寛
永

七
年
（
一
六
三
〇
）
「
津
和
野
亀
井
記
」
に
よ
れ
ば
、

廿
日
市
本
陣
役
は
鳥
屋
市
右
衛
門
が
勤
め
て
い
た
。 

そ
の
後
廿
日
市
本
陣
役
は
大
庄
屋
や
元
禄
八
年
（
一

六
九
五
）
に
宿
送
り
役
（
幕
府
の
書
状
や
荷
物
を
扱
う

こ
と
を
「
天
下
送
り
」
、
藩
の
も
の
を
扱
う
こ
と
を
「
宿

送
り
」
と
呼
ぶ
）
に
任
ぜ
ら
れ
た
、 

鎌
倉
扇
が
谷
（
お
う
ぎ
が
や
つ
）
出
身
の
鋳
物
師
（
い

も
じ
）
山
田
越
後
守
藤
原
貞
正
の
次
男
、
次
郎
貞
則
の

後
裔
、
山
田
（
金
屋
）
次
右
衛
門
が
代
々
勤
め
て
い
る
。 

「
廿
日
市
町
史 

資
料
編
（
上
）
」 



◆
宿
駅
の
利
用
頻
度 

廿
日
市
宿
の
年
間
旅
宿
の
利
用
回
数
に
つ
い
て
「
廿

日
市
の
歴
史
探
訪 

三
」 

石
田
米
孝
著
に
よ
れ
ば
、

天
保
六
年(
一
八
三
五)

宿
駅
の
利
用
回
数
に
つ
い
て
、

次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。 

 

天
保
六
年
（
一
八
三
五
） 

二
十
五
回 

天
保
十
年
（
一
八
三
九
） 
二
十
一
回 

昼
食
所
と
し
て
の
利
用
も
二
十
回 

旅
宿
・
昼
食
合
わ
せ
て
四
十
五
回
、
四
十
一
回 

（
45

÷

12
ヶ
月=

3.75
回
/
月
、
41

÷

12
ヶ
月
＝

3.4
回
/
月
） 

月
に
平
均
三
～
四
回
利
用
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。 

 

一
般
的
に
は
一
行
の
規
模
は
、
人
夫
が
五
十
～
百
人

位 

・
馬
が
二
十
～
三
十
頭
を
必
要
と
す
る
。 

◆
人
夫
五
百
人
・
馬
七
十
頭
必
要
な
一
行
が
三
回 

◆
人
夫
千
人
・
馬
百
頭
必
要
な
一
行
が
三
回 

◆
そ
れ
以
上
必
要
な
一
行
が
一
回 

 
 
 
 
 
 

が
廿
日
市
宿
駅
を
通
っ
て
い
る
。 

参
勤
交
代
の
大
名
行
列
は
、
大
藩
で
二
千
人
、
小
藩

で
百
人
位
と
い
う
。 

文
政
二
年(

一
八
一
九)

の
廿
日
市
下
調
帖(

は
つ
か

い
ち
し
た
し
ら
べ
ち
ょ
う)

に
よ
れ
ば
、
当
時
の
廿
日

市
の
家
数
に
つ
い
て
、 

◆
家
数 

六
百
六
十
五
軒
の
内 

 

表
町
家
数 

三
百
三
十
三
軒 

内
、
百
二
十
軒 

 
 

御
大
名
様
御
下
宿
二
相
成
分 

(

お
だ
い
み
ょ
う
さ
ま
お
げ
し
ゅ
く
に
あ
い
な
る
ぶ

ん) 

百
五
十
軒 
 

 

御
同
様
御
雇
方
宿
二
相
成
分 

(

ご
ど
う
さ
ま
お
や
て
い
か
た
や
ど
に
あ
い
な
る
ぶ

ん) 

六
十
一
軒 

 
 

右
御
用
二
付
罷
出
候
村
役
人
其

外
人
夫
共
宿
二
相
成
候
分 

 
(

み
ぎ
ご
よ
う
に
つ
き

ま
か
り
だ
し
そ
う
ろ
う
む
ら
や
く
に
ん
そ
の
ほ
か
に

ん
ふ
と
も
や
ど
に
あ
い
な
り
そ
う
ろ
う
ぶ
ん) 

と
あ
り
、
幕
府
諸
役
人
や
諸
大
名
の
宿
泊
に
は
、
本

陣
以
外
に
も
脇
本
陣
と
し
て
有
力
な
商
人
の
民
家
、
蓮

教
寺
な
ど
の
寺
院
が
あ
て
ら
れ
、
そ
の
従
者
や
人
足
の

宿
舎
に
は
一
般
の
民
家
も
あ
て
ら
れ
た
。 

大
名
の
一
行
が
大
人
数
の
と
き
は
、
表
町
の
家
々
は

強
制
的
に
宿
泊
を
割
り
当
て
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
ん

な
時
、
表
町
の
大
新
も
例
外
で
は
な
か
っ
た
は
ず
で
あ

る
。 表

町
屋
で
不
足
の
場
合
は
裏
通
り
の
民
家
も
あ
て

ら
れ
た
。
公
定
旅
籠
料
は
低
く
押
さ
え
ら
れ
て
い
た
た

め
、
利
益
ど
こ
ろ
か
赤
字
と
な
り
、
そ
れ
も
宿
駅
が
負

担
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。 

 

こ
こ
に
江
戸
後
期
の
廿
日
市
の
様
子
を
知
り
得
る

人
口
デ
ー
タ
が
あ
る
。 

文
政
八
年(

一
八
二
五
の
戸
口
変
遷
に
つ
い
て
、 

廿
日
市
エ
リ
ア 

 
 

六
六
五
戸 

二
八
四
五
人 

佐
方 

 
 
 
 
 
 

一
五
九 

 
 

七
三
八 

上
平
良 

 
 
 
 
 

一
六
二 

 
 

六
七
四 

下
平
良 

 
 
 
 
 

一
〇
六 

 
 
 

四
七
九 

 

宮
内 

 
 
 
 
 
 

四
四
五 

 
 

一
〇
九
三 

地
御
前 

 
 
 
 
 

二
八
八 

 
 

一
二
一
〇 

原 
 
 
 
 
 
 
 

一
九
三 

 
 
 

九
四
九 

合
計 

 
 
 
 
 

二
〇
一
八
戸 

 

七
九
八
八
人 

 安
芸
の
宮
島 

一
〇
二
八
戸 

三
七
三
四
人
で
あ
る
。 

参
考
に
平
成
十
九
年
四
月
一
日
現
在
の
全
廿
日
市

市
は
、
四
六
七
五
五
戸 

 

一
一
八
五
六
八
人
で
あ
る
。 

 

平
地
が
少
な
く
、
居
住
エ
リ
ア
の
限
ら
れ
た
安
芸
の

宮
島
の
戸
数
が
廿
日
市
全
体
の
半
数
に
も
及
ん
で
い

る
こ
と
は
以
外
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
、
風
光
明
媚
な
宮



島
で
暮
ら
す
契
機
と
な
っ
た
社
会
現
象
が
あ
っ
た
か

ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。 

 

江
戸
時
代
の
は
じ
め
、
今
か
ら
三
六
一
年
前
の
寛
永

二
十
年(

一
六
四
八
年)

、
江
戸
幕
府
の
儒
学
者 

林
羅

山
の
三
男 

林
春
斎(
一
六
一
八
～
一
六
八
〇)

が
全

国
を
行
脚
し
た
「
日
本
国
事
跡
考 

に
ほ
ん
こ
く
じ
せ

き
こ
う
」
の
中
で
「
松
島
、
此
島
之
外
有
小
島
若
干
、

殆
如
盆
池
月
波
之
景
、
境
致
之
佳
興
丹
後
天
橋
立
安
芸

厳
島(

宮
島)

、
為
三
処
奇
観
」
と
記
し
、
「
松
島
、
天

橋
立
、
宮
島
を
三
処
奇
観
と
な
す
」
と
評
し
た
の
に
伴

う
全
国
的
な
知
名
度
ア
ッ
プ
に
よ
り
、
移
住
し
て
来
た

者
も
少
な
か
ら
ず
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
さ
ら

に
、
宮
島
の
対
岸 

地
御
前
、
廿
日
市
か
ら
の
移
入
も

考
え
ら
れ
な
い
こ
と
は
な
い
の
で
あ
る
。 

旧
廿
日
市 

(

現
在
は
旧
廿
日
市
市
・
吉
和
村
・
佐

伯
町
・
大
野
町
・
宮
島
町
が
平
成
の
合
併
で
新
生
廿
日

市
市)

は
、
江
戸
時
代
は
西
国
街
道
沿
い
の
東
西
に
長

い
町
並
の
宿
場
町
で
あ
っ
た
。
当
時
の
宿
場
の
機
能
と

し
て
、
参
勤
交
代
や
長
崎
奉
行
へ
の
公
用
旅
の
者
へ
の

宿
所
・
食
事
の
提
供
、
ま
た
、
次
の
宿
場
町
ま
で
の
荷

物
を
運
ぶ
人
夫
や
馬
の
用
意
が
あ
っ
た
。 

宿
駅
と
し
て
、
月
に
一
回
大
規
模
な
公
用
旅
行
者
を

迎
え
、
低
い
公
定
賃
銀
で
勤
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た

め
、
公
用
に
差
し
支
え
な
け
れ
ば
、
民
衆
の
利
用
が
許

さ
れ
、
そ
の
場
合
は
当
事
者
間
で
取
り
決
め
る
相
対
賃

銭
（
あ
い
た
い
ち
ん
せ
ん
）
故
、
相
当
儲
か
っ
た
よ
う

で
あ
る
。 

 

上
記
の
文
政
八
年(

一
八
二
五)

の
戸
口
変
遷
に
よ

れ
ば
、
廿
日
市
エ
リ
ア
の
人
口
二
八
四
五
人
か
ら
し
て
、

戦
国
時
代
は
そ
れ
以
下
の
人
口
規
模
の
町
で
あ
っ
た

と
推
定
さ
れ
る
。
桶
ず
し
が
生
業
と
し
て
成
り
立
つ
に

は
、
廿
日
市
の
町
が
も
っ
と
発
展
し
て
い
っ
た
江
戸
中

期
以
降
と
思
わ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
寛
永
十
二
年
（
一

六
三
五
）
か
ら
制
度
化
さ
れ
た
「
参
勤
交
代
」
を
き
っ

か
け
と
し
て
街
道
、
宿
駅
制
度
が
整
え
ら
れ
た
こ
と
に

よ
り
、
人
々
に
と
っ
て
旅
が
と
て
も
身
近
な
も
の
と
な

っ
て
い
っ
た
。
ま
た
「
伊
勢
参
り
」
の
旅
人
は
食
べ
る

事
に
も
た
い
へ
ん
興
味
を
持
ち
道
中
の
名
産
や
名
物

を
楽
し
み
に
旅
籠
屋
や
休
憩
所
に
立
ち
寄
っ
た
の
で

あ
る
。
忘
れ
て
な
ら
な
い
の
が
厳
島
神
社
の
神
事
、
芝

居
と
西
国
一
と
云
わ
れ
た
「
市
立

い
ち
だ
ち

」
に
諸
国
か
ら
厳
島

に
来
島
し
た
こ
と
や
、
当
地
の
極
楽
寺
参
り
な
ど
に
よ

る
当
地
へ
の
往
来
、
さ
ら
に
東
西
の
交
通
の
発
達
に
よ

り
廿
日
市
が
陰
陽
の
物
資
の
中
心
的
な
集
散
地
と
な

り
、
町
屋
の
人
の
往
来
も
賑
わ
い
を
取
り
戻
し
て
き
た
。

こ
と
に
、
石
州
津
和
野
藩
亀
井
氏
の
参
勤
交
代
の
務
め

の
折
は
、
お
そ
ら
く
三
桁
の
行
列
が
津
和
野
海
道
か
ら

宮
内
で
別
れ
を
告
げ
西
国
街
道
に
入
り
、
専
念
寺
前
の

一
里
塚
を
通
り
、
河
愛
川
を
渡
り
、
須
賀
町
、
材
木
町
、

塩
町
、
天
神
町
と
町
屋
を
通
過
し
、
現
在
の
桜
尾
本
町

の
御
船
屋
敷
に
至
る
大
名
行
列
を
見
物
す
る
人
々
で

町
屋
は
一
種
の
お
祭
り
気
分
で
盛
り
上
が
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。 

廿
日
市
は
、
戦
国
期
よ
り
格
段
に
安
全
な
宿
場
町
に

な
っ
て
、
大
新
は
脇
本
陣
の
役
割
も
兼
ね
つ
つ
、
名
物

と
な
る
す
し
の
商
い
を
考
え
つ
い
た
の
で
は
な
い
か

と
推
測
す
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
由
来
の
ヒ
ン
ト
に
な

る
文
書
を
見
る
と
、 

 ◆
廿
日
市
市
の
桶
ず
し
の
由
来 

二
〇
〇
七
年
四
月
一
日
に
行
わ
れ
た
「
は
つ
か
い
ち

桜
ま
つ
り
」
の
イ
ベ
ン
ト
で
、
廿
日
市
商
工
会
議
所
女

性
会
が
、
再
現
さ
れ
た
「
は
つ
か
い
ち
名
物 

桜
尾 

お
け
ず
し
」
が
売
り
出
さ
れ
、
そ
の
包
装
紙
の
裏
に
は
、

次
の
よ
う
な
由
来
が
書
か
れ
て
い
た
。 

 

廿
日
市
市
の
桶
ず
し
の
由
来 



『
山
陽
道
の
宿
場
町
廿
日
市
の
街
道
に
面
し
た
大

黒
屋
の
店
先
は
旅
人
た
ち
の
出
入
り
で
大
変
な
繁
昌

ぶ
り
で
し
た
。
そ
の
頃
の
宿
場
町
廿
日
市
の
名
物
に 

「
桶
ず
し
」 
が
あ
り
ま
し
た
。 

「
廿
日
市
の
桶
ず

し
」 

「
大
新
の
桶
ず
し
」 

と
呼
ば
れ
繁
昌
し
た
も

の
で
す
。
桶
ず
し
と
は
、 

桶
に
押
し
寿
司
を
つ
け
た

も
の
で
大
黒
屋
の
も
の
は
独
特
の
風
味
を
持
っ
て
い

た
よ
う
で
す
。
廿
日
市
の
桶
ず
し
は
、
文
化
十
一
年 

(

一
八
一
四
年)

 

つ
ま
り
十
一
代
将
軍
徳
川
家
斉
の

時
代
で
光
格
天
皇
の
御
代
に
大
黒
屋
新
助 
と
い
う

人
が
い
て
考
案
し
、
創
業
し
、
大
黒
屋
の 

「
大
」 
と

新
助
の 

「
新
」 

を
と
っ
て
大
新
の
桶
ず
し
と
呼
ば

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
ま

す
。 近

世
に
な
り
西
国
街
道
の
宿
駅
と
な
っ
た
廿
日
市

に
津
和
野
藩
の
御
船
屋
敷
が
お
か
れ
産
物
の
交
易
が

発
達
し
、
町
も
に
ぎ
わ
い
桶
ず
し
は
、
風
流
人
士
の
愛

好
す
る
と
こ
ろ
と
な
り
、 

一
躍
廿
日
市
の
名
物
と
し

て
一
世
紀
半
有
余
に
わ
た
り
い
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
き
ま
し
た
。 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

以
下

省
略
』 

 

 

こ
の
由
来
か
ら
す
れ
ば
、
宿
駅
利
用
の
天
保
（
一
八

三
〇
年
代
か
ら
）
の
こ
の
頃
に
は
、
参
勤
交
代
や
旅
す

る
人
、
極
楽
寺
参
詣
人
を
見
込
ん
で
、
す
で
に
大
新
の

桶
ず
し
は
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
こ

の
大
新
の
桶
ず
し
は
、
旧
廿
日
市
町
中
東
六
十
三
番
地

に
大
黒
屋
と
い
う
脇
本
陣
を
つ
と
め
た
で
あ
ろ
う
?

商
家
で
作
ら
れ
た
す
し
の
こ
と
で
あ
る
こ
と
は
確
認

さ
れ
た
。 

 ◆
こ
け
ら
鮓
（
ず
し
） 

廿
日
市
町
史 

資
料
編Ⅱ

 

安
永
九
年(

一
七
八
〇) 

佐
伯
郡
諸
産
物
辻
寄
帳(

つ
じ
よ
せ
ち
ょ
う)

 

一
一
一

頁
に
郡
内
の
産
物
が
い
ろ
々
記
録
さ
れ
て
お
り
、
そ
の

中
に
廿
日
市
の
産
物
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
「
こ
け
ら
鮓

(

ず
し)
」
が
次
の
よ
う
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。 

 

一
こ
け
ら
鮓 

 
 

廿
日
市 

但
、
此
外
海
辺
村
々
ニ
も
仕
候
得
共
至
而
不
宣
御
座

候
、
廿
日
市
之
儀
者
他
ニ
勝
レ
塩
海
も
宣
御
座
候 

(

た
だ
し
、
こ
の
ほ
か
う
み
べ
の
む
ら
む
ら
に
も
つ

か
ま
つ
り
そ
う
ら
え
ど
も
い
た
っ
て
よ
ろ
し
か
ら
ず

ご
ざ
そ
う
ろ
う
、
は
つ
か
い
ち
の
ぎ
は
た
に
す
ぐ
れ 

し
お
あ
じ
も
よ
ろ
し
く
ご
ざ
そ
う
ろ
う)

と
あ
る
。 

こ
の
こ
と
か
ら
、
安
永
年
間(

一
七
七
二
～
一
七
八

〇)

に
は
、「
こ
け
ら
鮓(

ず
し)

」
な
る
も
の
が
、
廿
日

市
の
産
物
の
一
つ
と
し
て
あ
り
、
後
に
大
黒
屋
新
助
に

よ
り
改
良
さ
れ
、
商
品
化
さ
れ
た
も
の
が
、
大
新
の
桶

ず
し
と
い
う
推
測
は
で
き
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、

桶
ず
し
の
原
材
料
が
不
詳
で
あ
り
、
そ
の
可
能
性
は
結

論
を
得
な
い
。 

主
要
材
料
の
「
酢
」
に
つ
い
て
は
、
先
の
安
永
九
年

(

一
七
八
〇) 

佐
伯
郡
諸
産
物
辻
寄
帳(

つ
じ
よ
せ
ち

ょ
う)

に
は
記
載
が
な
く
、
さ
ら
に
郡
内
外
ど
こ
か
ら

大
新
は
酢
を
入
手
し
た
の
か
こ
れ
ま
た
不
詳
で
あ
る
。 

 ◆
酢
の
歴
史
に
つ
い
て 

酢
は
酒
（
ア
ル
コ
ー
ル
）
を
酢
酸
発
酵
さ
せ
て
で
き

る
。 

応
神
天
皇
（
三
六
九
年
～
四
〇
四
年
）
の
頃
に
中
国
大

陸
か
ら
渡
来
し
た
と
い
わ
れ
る
酢
は
、
大
化
の
改
新

（
六
四
五
年
）
の
大
宝
律
令
で
は
、
酒
と
一
緒
に
酢
を

造
る
「
造
酒
司
（
ミ
キ
ノ
ツ
カ
サ
）
」
と
言
う
官
職
が

あ
っ
た
。
平
安
時
代
の
「
延
喜
式
」
に
は
、
酢
の
原
料

が
記
録
さ
れ
、
梅
酢
、
菖
蒲
酢
な
ど
が
造
り
始
め
ら
れ

て
お
り
、
室
町
時
代
に
な
る
と
和
え
酢
が
造
ら
れ
る
よ

う
に
な
る
。
し
か
し
、
酢
は
た
い
へ
ん
高
価
な
も
の
で

あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
江
戸
時
代
に
な
っ
て
米
酢
や
粕



酢
造
り
が
始
ま
る
。 

 
調
味
料
と
し
て
酢
が
広
ま
っ
た
の
は
、
江
戸
時
代
に

入
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
文
化
元
年(

一
八
〇
四)

ミ
ツ
カ

ン
創
業
者
初
代
中
埜
又
左
衛
門
が
酒
粕
を
原
料
に
し

た
粕
酢
の
製
造
に
成
功
、
そ
の
こ
ろ
江
戸
で
人
気
を
博

し
て
い
た
現
在
の
フ
ァ
ー
ス
ト
フ
ー
ド
と
も
云
え
る

「
屋
台
の
握
り
ず
し
」
に
合
う
と
諸
国
に
広
ま
っ
て
い

っ
た
の
で
あ
る
。 

酢
の
製
法
が
諸
国
に
広
ま
り
、
そ
れ
と
と
も
に
酢
を

使
っ
た
地
方
の
名
物
料
理
も
た
く
さ
ん
生
ま
れ
た
。 

 

現
在
、
江
戸
時
代
の
酢
を
再
現
し
た
ミ
ツ
カ
ン
創
業

時
の
酢
と
同
じ
製
法
で
作
っ
た
商
品
が
復
刻
さ
れ
て

い
る
。
熟
成
し
た
酒
か
す
だ
け
を
原
料
に
し
、
飴
色
の

深
い
色
合
と
芳
し
い
風
味
、
な
め
ら
か
な
口
当
た
り
が

特
徴
で
あ
る
「
三
ッ
判
山
吹
」
ブ
ラ
ン
ド
で
あ
る
。 

 

天
保
八
年(

一
八
三
七)

か
ら
三
〇
年
か
か
っ
て
完

成
し
た
「
近
世
風
俗
志
（
五
）
」（
守
貞
謾
稿
）
に
よ
れ

ば
、
鮓 
 

す
し
と

訓

ず

（
く
ん
ど
く
す
）

。
愚
按
（
ぐ
あ
ん
）
ず

る
（
私
が
考
え
る
）
に
、
鮓
は
近
来
の
俗
字
な
り
、
三

都
（
江
戸
・
大
坂
・
京
都
を
指
し
て
い
た
）
と
も
押
鮓

な
り
し
が
、
江
戸
は
い
つ
此
（
こ
ろ
）
よ
り
か
押
し
た

る
筥
（
は
こ
）
鮓
廃
し
、
握
り
鮓
の
み
と
な
る
。
筥
鮓

の
廃
せ
し
は
五
、
六
十
年
以
来
や
う
や
く
に
廃
す
と
な

り
。 ち

な
み
に
、
文
政
年
間
（
一
八
一
八
～
三
〇
）
に
江

戸
で
工
夫
さ
れ
た
握
り
鮓
は
、
す
し
屋
以
外
に
屋
台
で

も
よ
く
食
さ
れ
て
い
た
。
鶏
卵
焼
・
車
海
老
・
海
老
そ

ぼ
ろ
・
白
魚
・
ま
ぐ
ろ
さ
し
み
・
こ
は
だ
・
あ
な
ご
甘

煮
長
の
ま
ゝ
な
り
と
、
す
し
ネ
タ
は
現
在
と
同
じ
よ
う

で
あ
る
。 

外
食
に
関
し
て
は
、
宴
席
以
外
武
士
は
大
体
外
食
は

し
な
い
こ
と
が
多
か
っ
た
。
し
か
し
、
庶
民
は
特
に
独

身
者
、
参
勤
交
代
・
江
戸
詰
め
武
士
の
単
身
赴
任
者
は

屋
台
で
握
り
鮓
、
て
ん
ぷ
ら
、
そ
ば
、
う
ど
ん
な
ど
、

自
炊
も
し
つ
つ
、
そ
れ
な
り
に
江
戸
の
食
文
化
を
満
喫

し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。 

①
図 

鮓
筥
（
す
し
ば

こ
） 

 

筥
鮓
と
云
ふ
は
方

四
寸
ば
か
り
の
①
図
の
ご
と
き
筥
に
飯
に
酢
と
塩
を

合
せ
、
ま
づ
半
ば
を
い
れ
、
醤
油
煮
の
椎
茸
を
細
か
に

き
り
こ
れ
を
納
れ
、
ま
た
飯
を
置
き
、
そ
の
上
に
②
図

の
ご
と
く
鶏
卵
や
き
・
鯛
の
刺
身
・
蚫
（
あ
わ
び
）
の

薄
方
を
置
き
て
縦
横
十
二
に
斬
る
。 

②
図 

柿
鮓
（
こ
け
ら
ず
し
） 

②
図
の
ご
と
き
を
柿
鮓
と
云
ふ
。
こ
け
ら
ず
し
な
り
。 

鳥
貝
鮓
は
図
と
同
形
に
て
鳥
貝
一
種
を
置
く
。
鳥
貝

は
一
筥
四
十
八
文
、
柿
鮓
（
こ
け
ら
ず
し
）
は
六
十
四

文
な
り 

 

一
斬
は
か
へ
つ
て
二
種
と
も
に
四
文
。
百
文
に
は
必

ず
二
種
一
筥
づ
つ
な
り
。 

蓋
（
ふ
た
）
は
篗
（
わ
く
）
の
内
に
入
り
、
底
は
篗

の
外
面
と
同
じ
く
す
。
蓋
・
底
と
も
に
放
れ
、
ま
た
と

も
に
籜
（
た
け
の
か
わ
）
を
当
て
飯
の
著
か
ざ
る
に
備

ふ
。 こ

の
筥
の
篗
と
均
し
く
飯
を
納
れ
、
斬
石
を
も
っ
て

こ
れ
を
圧
す
な
り
。
押
し
て
後
こ
れ
を
斬
る
。
中
半
椎



茸
を
入
る
故
に
③
図
の
ご
と
し
。 

③
図 

こ
の
柿
鮓
（
こ
け
ら
ず
し
）

が
、
先
に
触
れ
た
安
永
九
年

(

一
七
八
〇) 

「
佐
伯
郡
諸
産

物
辻
寄
帳
」
に
記
録
さ
れ
て
い

る
廿
日
市
の
産
物
の
ひ
と
つ
の
、「
こ
け
ら
鮓(

ず
し)

」

と
は
た
し
て
同
じ
よ
う
な
も
の
な
の
で
あ
ろ
う
か
。 

こ
の
よ
う
な
押
し
寿
司
の
系
統
な
ら
ば
、
縁
浅
か
ら

ぬ
隣
国
周
防
国
の
「
岩
国
寿
司
」
に
近
似
し
て
い
る
の

で
あ
る
。
こ
と
に
「
江
戸
の
食
文
化
」
が
参
勤
交
代
を

機
に
諸
国
に
花
開
い
た
こ
と
か
ら
、
地
元
に
船
屋
敷
を

抱
え
て
い
た
亀
井
氏
津
和
野
藩
か
ら
江
戸
の
筥
鮓

は
こ
ず
し

が

江
戸
土
産
話
と
し
て
、
市
中
に
も
た
ら
さ
れ
た
と
し
て

も
何
ら
不
思
議
で
は
な
い
。
江
戸
の
食
文
化
の
ひ
と
つ

が
当
地
に
根
付
く
ほ
ど
、
津
和
野
藩
士
は
地
元
に
同
化

し
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
だ
か
ら
、
現
在
、

津
和
野
町 

覚
皇
山 

永
明
寺(

よ
う
め
い
じ)

に
眠
る

堀
田
仁
助
を
知
る
多
く
の
人
が
、
観
念
的
に
船
屋
敷
生

ま
れ
の
堀
田
仁
助
を
石
州
津
和
野
藩
の
人
と
し
て
で

は
な
く
、
芸
州
は
廿
日
市
の
人
と
し
て
、
伊
能
忠
敬
よ

り
も
世
に
名
が
出
ぬ
こ
と
に
寂
し
さ
を
感
じ
る
の
で

あ
ろ
う
。 

 

さ
て
、
わ
が
国
の
料
理
の
変
遷
は
大
ま
か
に
は
次
の

よ
う
で
あ
る 

・
律
令
時
代 

 

大
饗
（
た
い
き
ょ
う
・
・
平
安
時
代
、

宮
中
ま
た
は
大
臣
家
で
正
月
に
行

っ
た
大
が
か
り
な
宴
会
。） 

・
鎌
倉
時
代 

 

大
饗
、
精
進
料
理 

・
南
北
朝
か
ら
室
町
時
代 

式
正
料
理(

本
膳
料
理
の

元) 

・
室
町
か
ら
安
土
桃
山
時
代 

本
膳
、
精
進
、
茶
会
席 

・
江
戸
時
代 

 

本
膳
と
会
席
の
融
合 

 

文
化
文
政
の
こ
ろ(

一
八
〇
四
～
一
八
二
九
年)

確

立
さ
れ
た
と
云
う
江
戸
料
理
は
、
今
で
云
う
地
産
地
消

で
、
地
物
の
材
料
を
使
い
江
戸
独
自
に
発
展
し
て
い
っ

た
と
云
う
。
慶
長
八
年(

一
六
〇
三)

、
徳
川
家
康
が
江

戸
に
幕
府
を
開
い
て
か
ら
、
参
勤
交
代
で
各
地
の
大
名

が
、
江
戸
屋
敷
を
構
え
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、
地
元

か
ら
持
ち
込
ん
で
き
た
野
菜
を
藩
邸
内
で
栽
培
し
、
そ

れ
ら
の
種
が
江
戸
市
中
に
出
回
り
、
江
戸
で
新
し
い
品

種
が
生
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。
現
在

有
名
な
「
練
馬
大
根
」
は
、
尾
張
の
宮
重
大
根
が
ル
ー

ツ
で
あ
る
と
云
う
。 

 

江
戸
料
理
の
特
徴
、
そ
れ
は
、
魚
で
あ
る
。
江
戸
っ

子
は
松
葉
の
爽
快
な
味
が
好
み
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
旬

の
初
物
特
に
、
初
鰹
は
好
ま
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
現
在

の
よ
う
に
、
保
冷
輸
送
の
手
段
な
い
時
代
の
こ
と
故
、

鮮
度
が
命
で
あ
っ
た
。 

有
名
な
逸
話
に
、
あ
る
日
十
七
本
の
初
鰹

は
つ
が
つ
お

が
江
戸

に
入
っ
て
き
た
と
き
、
将
軍
家
が
八
本
、
山
谷
の
八
百

善
（
さ
ん
や
の
や
お
ぜ
ん
）
が
三
本
、
残
り
が
魚
問
屋
、

其
の
う
ち
の
一
本
を
有
名
な
歌
舞
伎
役
者
が
三
両(

約

二
〇
万
円)

で
買
い
求
め
、
弟
子
た
ち
に
食
さ
せ
た
と

云
う
。
い
く
ら
き
っ
ぷ
が
よ
く
、
見
栄
っ
張
り
な
江
戸

っ
子
庶
民
と
し
て
も
、
二
〇
万
円
は
ち
と
高
過
ぎ
た
の

で
あ
ろ
う
か
。
庶
民
の
口
に
入
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、

も
ち
ろ
ん
時
代
が
も
っ
と
下
が
っ
た
頃
に
な
る
の
で

あ
る
。 

江
戸
湾
内
で
取
れ
る
白
身
魚
、
所
謂
江
戸
前
の
魚
、

鯛
・
平
目
・
海
老
な
ど
は
生
簀(

い
け
す)

で
養
殖
さ
れ

て
い
た
と
云
う
。
高
級
料
理
店
か
ら
の
大
量
注
文
に
対

応
し
、
活
き
魚
を
届
け
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
大
雑
把

に
は
、
江
戸
は
武
士
と
職
人
の
町
で
あ
り
、
関
西
は
公

家
・
商
人
の
町
で
あ
る
と
云
え
る
。
体
を
よ
く
動
か
す

人
と
、
そ
う
で
な
い
人
の
味
の
好
み
は
当
然
分
か
れ
る
。



体
を
よ
く
動
か
す
江
戸
で
は
味
が
濃
く
な
っ
て
い
る

の
も
、
う
な
ず
け
る
。 

そ
の
濃
い
味
は
三
河
文
化
の
豆
味
噌
に
あ
る
と
云

う
。
家
康
が
江
戸
に
入
っ
て
き
た
と
き
、
持
っ
て
来
た

味
噌
が
味
の
濃
さ
の
ル
ー
ツ
に
な
っ
て
い
る
と
云
う
。

武
士
と
い
え
ど
も
、
そ
の
出
身
は
農
民
が
多
く
、
ま
た
、

地
方
か
ら
移
入
し
て
き
た
庶
民
も
そ
の
味
好
み
は
、
濃

い
味
で
あ
り
そ
れ
が
定
着
し
て
き
た
の
で
は
な
い
か

と
考
え
ら
れ
る
。
幕
府
開
府
当
時
の
江
戸
は
、
一
漁
村

で
あ
り
、
家
康
が
町
づ
く
り
を
始
め
て
地
方
か
ら
労
働

力
を
動
員
し
て
き
た
い
き
さ
つ
が
あ
り
、
男
の
人
口
の

方
が
多
く
、
独
り
者
が
あ
ふ
れ
て
い
た
と
云
う
。
そ
ん

な
肉
体
労
働
の
若
者
が
薄
味
で
満
足
す
る
は
ず
も
な

い
の
で
あ
る
。 

 ◆
山
谷
の
八
百
善
（
さ
ん
や
の
や
お
ぜ
ん
） 

「
山
谷
の
八
百
善
」
は
、
明
暦

め
い
れ
き

の
大
火

た

い

か

（
一
六
五
七
）

後
に
、
東
京
都
台
東
区
鳥
越
二
丁
目
（
現
山
谷
＝
東
浅

草
一
丁
目
）
で
八
百
屋
を
始
め
、
八
百
善
の
由
来
は
八

百
屋
の
善
四
郎
の
名
か
ら
と
云
う
。
四
代
目
の
主
人 

栗
山
善
四
郎
が
粋
人
と
み
え
、
交
友
範
囲
が
広
く
、
其

の
当
時
、
活
躍
し
て
い
た
文
人

ぶ
ん
じ
ん

墨
客

ぼ
っ
か
く

達た
ち

（
北
斎
為
一(

い

い
つ)

、
大
窪
詩
佛
（
お
お
く
ぼ
し
ぶ
つ
）、
亀
田
鵬
斎

（
か
め
だ
ぼ
う
さ
い
）
、
蜀
山
人(

大
田
南
畝
し
ょ
く
さ

ん
じ
ん
・
お
お
た
な
ん
ぼ)

、
鍬
形
蕙
斎
（
く
わ
が
た

け
い
さ
い
）
に
挿
絵
や
序
文
を
依
頼
し
、
今
の
グ
ル
メ

本
と
も
い
え
る
『
江
戸
流
行
料
理
通
大
全
』
を
発
刊
す

る
に
至
る
。
初
編
が
文
政
五
年
（
一
八
二
二
）
で
四
編

ま
で
出
し
て
い
る
。
白
鬚
神
社(

し
ら
ひ
げ
神
社) 

（
墨
田
区
東
向
島
）
に
新
吉
原
の
大
見
世
（
お
お
み

せ
・
大
籬
お
お
ま
が
き
）「
松
葉
屋
」
、
山
谷
吉
野
橋
の

超
高
級
料
亭
「
八
百
善
」
が
文
化
二
年
（
一
八
〇
五
）

奉
納
し
た
狛
犬
が
あ
る
。
文
化
元
年
に
仕
出
し
料
理
屋

を
始
め
、
翌
年
に
狛
犬
を
奉
納
し
て
い
る
こ
と
か
ら
し

て
、
相
当
羽
振
り
が
よ
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。 

 ◆
大
新
の
酢
（
す
） 

と
こ
ろ
で
先
の
ミ
ツ
カ
ン
酢
が
当
地
に
も
入
荷
し

た
可
能
性
を
探
る
べ
く
、
江
戸
後
期
の
文
化
・
文
政
期

に
富
山
・
石
川
・
福
井
の
北
国
や
九
州
、
四
国
、
関
西

等
の
諸
国
と
活
発
に
交
易
し
て
い
た
当
地
の
廻
船
問

屋
千
同
屋
の
過
去
帳
と
大
和
屋
の
御
客
帳
に
つ
い
て

記
さ
れ
て
い
る
廿
日
市
湊
入
津
の
記
録
を
調
査
し
て

み
た
。 

そ
の
「
北
前
船
と
芸
州
廿
日
市
湊
」
佐
伯
録
一 

の

商
品
別
明
細
の
項
に
は
、
石
炭
・
米
・
干
鰯
（
ほ
し
か
・
・

古
く
わ
が
国
で
用
い
ら
れ
て
い
た
魚
肥
で
、
日
干
し
に

し
た
り
油
を
絞
っ
た
イ
ワ
シ
の
こ
と
で
、
イ
ワ
シ
の
ほ

か
に
ニ
シ
ン
も
使
う
。
江
戸
時
代
後
期
に
な
る
と
養
蚕
、

タ
バ
コ
、
ワ
タ
な
ど
の
商
品
作
物
の
生
産
が
拡
大
し
、

ま
た
海
運
の
便
が
よ
く
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
干
鰯
の

利
用
が
一
般
化
し
た
が
、
と
く
に
大
坂
周
辺
の
ワ
タ
作

を
は
じ
め
と
す
る
商
業
的
農
業
の
発
達
が
そ
の
普
及

を
早
め
た
。
）・
め
ざ
し
・
黒
布
・
平
子
い
り
こ
・
平
子

干
賀
・
五
島
大
豆
・
に
し
ん
・
塩
・
素
麺
・
み
か
ん
な

等
々
が
あ
る
。
し
か
し
当
地
で
の
酢
の
入
荷
の
記
録
は

皆
無
な
の
で
あ
る
。 

 ◆
酒
造 

酢
は
酒
（
ア
ル
コ
ー
ル
）
を
酢
酸
発
酵
さ
せ
て
で
き

る
。 

当
地
で
の
酒
造
は
、
寛
永
十
五
年(

一
六
三
八)

の
廿
日

市
町
地
詰
之
帳
（
廿
日
市
町
史
資
料
編Ⅱ

二
一
五
頁
）

に
東
材
木
町
「
さ
か
屋 

助
二
郎
」
の
名
が
あ
り
、
元

禄
十
二
年(

一
六
九
九
）
佐
伯
郡
内
の
酒
類
の
売
払
い

高
を
届
け
出
る
書
付
に
よ
れ
ば
、
当
地
に
三
軒
の
酒
屋

が
一
八
八
石
の
酒
を
造
っ
て
い
た
。 

広
島
藩
で
は
、
正
保
二
年(

一
六
四
五)

に
「
新
敷
酒

屋
ハ
御
法
度
」
と
新
規
の
酒
屋
を
禁
止
、
そ
の
数
を
限

http://100.yahoo.co.jp/detail/%E3%83%8B%E3%82%B7%E3%83%B3/
http://srd.yahoo.co.jp/HYC/S=2079420971/K=%E5%B9%B2%E9%B0%AF/L=con/R=qry/*-http:/100.yahoo.co.jp/detail/%E6%B1%9F%E6%88%B8%E6%99%82%E4%BB%A3/
http://100.yahoo.co.jp/detail/%E9%A4%8A%E8%9A%95/
http://100.yahoo.co.jp/detail/%E6%B5%B7%E9%81%8B/


定
し
「
酒
造
株
」
を
設
定
し
た
。
こ
う
し
た
中
、
酒
造

統
制
や
同
業
他
社
と
の
競
争
な
ど
で
酒
造
を
休
止
、
株

を
売
買
、
譲
渡
、
預
け
株
を
す
る
者
が
増
え
て
い
っ
た
。 

 

宝
永
七
年(

一
七
一
〇)

御
巡
見
村
々
様
子
書
上 

抄
・
廿
日
市
に
よ
れ
ば
、
酒
屋
六
軒
か
ら
、
天
明
八
年

(

一
七
八
八)

に
な
る
と
、
佐
伯
郡
内
酒
造
株
・
造
り
高

改
め
の
書
付
か
ら
、
廿
日
市
の
酒
屋
は
賀
味
屋
百
助
、

な
ら
屋
清
兵
衛
、
立
石
屋
新
左
衛
門
、
吉
賀
屋
太
左
衛

門
の
四
軒
に
減
少
し
て
い
る
。 

幕
末
期
の
当
地
の
酒
屋
は
廿
日
市
で
小
山
屋
・
・
・

味
醂
酒
・
保
名
酒
・
焼
酎
。
東
屋
・
・
・
味
醂
酒
・
本

直
酒
・
金
露
酒
。
井
口
屋
他
三
郎
・
・
・
本
直
酒
を
品

目
と
し
、
平
良
で 

青
松
堂
・
・
・
百
枝
鶴
。
梧
菴
酒

津
・
・
・
清
水
・
大
水
引
・
味
醂
酒
・
保
命
酒
。 

宮

内
で
山
本
屋
・
・
・
清
水
。
ニ
井
屋
・
・
・
大
水
引
・

清
水
。 

地
御
前
で 

掛
屋
・
・
・
生
酒
・
大
水
引
。

佐
方
で
佐
方
屋
久
蔵
。
中
屋
幸
右
衛
門
・
・
・
清
水
を

品
目
と
し
て
い
た
。 

地
元
廿
日
市
で
は
酒
は
造
っ
て
い
た
が
、
酢
を
造
っ

て
い
た
形
跡
は
全
然
見
当
た
ら
な
い
の
で
あ
る
。 

 

（
廿
日
市
町
史
通
史
編
（
上
）
七
三
九
頁) 

 

当
地
に
お
け
る
「
酢
（
す
）」
に
関
す
る
情
報
が
皆
無

な
の
が
摩
訶
不
思
議
で
あ
る
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、

釈
然
と
し
な
い
が
、
大
新
は
当
地
以
外
の
諸
国
か
ら
酢

を
仕
入
れ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
と
云
わ
ざ
る
を
得

な
い
。
又
は
自
家
製
を
使
用
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。 

使
用
さ
れ
て
い
た
酢
の
種
類
が
判
れ
ば
、
桶
ず
し
の

酢
の
塩
梅
が
想
像
で
き
よ
う
が
、
ど
の
よ
う
な
味
だ
っ

た
か
興
味
が
あ
る
と
こ
ろ
で
は
あ
る
。 

 ◆
西
国
海
道 

天
神
界
隈 

江
戸
期
、
行
き
か
う
旅
人
は
、
ま
ず
正
覚
院
の
旅
の

守
り
神
と
さ
れ
る
十
王
像
に
今
回
の
旅
の
安
全
祈
願

を
し
、
そ
れ
か
ら
大
新
に
立
ち
寄
り
、
大
新
の
桶
ず
し

で
腹
ご
し
ら
え
を
し
、
も
し
く
は
極
楽
寺
参
り
の
土
産

に
買
い
求
め
、
西
へ
東
へ
と
帰
路
や
、
次
の
宿
へ
向
か

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。 

時
代
劇
の
ワ
ン
シ
ー
ン
の
よ
う
な
街
道
の
賑
わ
い

と
繁
昌
し
て
い
る
様
子
が
目
に
浮
か
ぶ
。
江
戸
時
代
の

あ
る
日
の
平
安
な
春
の
心
地
よ
い
日
差
し
の
降
り
注

ぐ
西
国
海
道
は
天
神
界
隈
の
風
景
で
あ
る
。 

 

こ
ん
な
風
景
の
予
想
さ
れ
る
大
新
に
関
す
る
資
料

が
廿
日
市
町
郷
土
文
化
研
究
会 

昭
和
六
十
年
六
月

一
日
発
行
の
機
関
紙
「
さ
く
ら
お
」
に
掲
載
さ
れ
て
い

た
。
そ
の
第
一
八
号
よ
り
引
用
す
る
と
、
明
治
三
十
四

年
山
陽
鉄
道
案
内
に
掲
載
さ
れ
た
大
新
の
広
告
に
よ

れ
ば
、
「
旅
館
並
二
會
席
料
理 

但
廿
日
市
名
物
桶
す

し
あ
り
」
と
あ
る
。
ま
た
、
昭
和
五
九
年
の
夏
、
後
裔

(

こ
う
え
い)

の
方
が
、
桶
ず
し
を
再
現
さ
れ
・
・
」
と

あ
る
の
で
、
そ
れ
以
前
に
廃
業
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ

か
る
。
廃
業
年
に
つ
い
て
は
史
料
が
な
く
、
上
記
桶
ず

し
の
由
来
の
一
世
紀
半
有
余
と
は
、
符
合
し
な
い
が
、

お
そ
ら
く
明
治
期
ま
で(

広
告
の
明
治
三
十
四
年
ま
で

は
確
実)

 

営
業
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。 

 

【
一
〇
六
年
前
の
大
新
の
広
告
】 

 旅
館
並
二
會
席
御
料
理 

 
 
 
 
 

但
廿
日
市
名
物
桶
す
し
あ
り 

上
等 

参
拾
銭
壱
飯
賄
料 

上
等 

七
拾
銭 

宿
泊
料 

 
 



中
等 

弐
拾
五
銭 

同 
 
 

中
等 

五
拾
銭  

同 
下
等 

弐
拾
銭 

 

同 
右
之
通
相
定
候
也 

明
治
三
十
四
年
四
月
十
日 

 

芸
州
廿
日
市
町 

大 

新 

徳 

郎 

「
み
ぎ
の
と
う
り
あ
い
さ
だ
め
そ
う
ろ
う
な
り
」
と
あ

り
、
当
時
の
桶
す
し
の
価
格
が
わ
か
り
ま
す
。 

 

明
治
期
の
宮
島
―
広
島
間
の
三
等
汽
車
賃
が
弐
拾

九
銭
で
し
た
（
さ
く
ら
お
第
一
三
一
号 
宮
島
鉄
道
連

絡
船 

五
頁
汽
車
賃
表
）
。
上
等
の
桶
す
し
の
壱
飯
賄

料
が
参
拾
銭
で
す
。
価
格
に
つ
い
て
は
人
其
々
の
感
想

が
あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。 

明
治
三
十
四
年
（
一
九
〇
一
）
当
時
は
、
第
十
代
大

日
本
帝
国
総
理
大
臣 

伊
藤
博
文
（
第
四
次
）
で
、
約

一
ヶ
月
臨
時
の
西
園
寺
公
望
の
あ
と
、
第
十
一
代
桂 

太
郎
（
第
一
次
）
の
内
閣
が
誕
生
し
て
い
ま
す
（
一
九

〇
一
年
六
月
二
日
～
一
九
〇
六
年
一
月
７
日
）
。
現
在

の
桂
公
園
を
町
に
寄
贈
し
た
桜
尾
城
主

桂
元

か
つ
ら
も
と

澄ず
み

の

末
裔

ま
つ
え
い

に
あ
た
る
人
物
で
す
。 

平
成
の
世
に
な
り
、
大
新
の
桶
す
し
が
再
現
さ
れ
た

の
が
「
桜
尾 

お
け
ず
し
」
で
す
。 

平
成
十
九
年
（
二
〇
〇
七
）
四
月
一
日 

さ
く
ら
祭

り
に
お
い
て
販
売
さ
れ
ま
し
た
。 

十
四×

八
㎝ 

四
百
五
拾
円
也 

左
図
は
包
装
紙 

   

    

◆
大
新
に
関
す
る
本
と
の
出
会
い 

そ
の
後
、
資
料
の
収
集
に
努
め
た
が
成
果
が
で
な
い

ま
ま
、
原
稿
を
ま
と
め
て
い
た
が
数
カ
月
経
た
頃
、
年

配
の
方
に
大
新
に
関
す
る
話
を
お
伺
い
す
る
機
会
に

恵
ま
れ
た
。
そ
の
時
大
新
に
関
す
る
本
が
市
民
図
書
館

に
あ
る
こ
と
を
教
わ
っ
た
の
で
あ
る
。 

著
者
は
大
新
利
雄
と
い
う
方
で
「
若
き
商
人
た
ち
」

発
刊
の
昭
和
五
十
五
年
（
一
九
八
〇
）
七
十
三
歳
と
ま

え
が
き
に
あ
る
。
明
治
四
十
年
（
一
九
〇
七
）
生
ま
れ

の
長
男
の
方
で
あ
る
。
内
容
は
「
酢
」
の
こ
と
な
ど
意

図
す
る
詳
細
は
知
れ
ず
、
や
む
を
得
ず
、
ほ
か
の
資
料

で
ま
と
め
る
こ
と
に
し
た
。 

 ◆
「
若
き
商
人
た
ち
」
の
桶
ず
し
関
蓮
部
分
を
記
録
の

た
め
若
干
引
用
し
て
み
る
。 

 
 
 

桶
ず
し 

「
お
い
で
な
さ
れ
ま
せ
、
お
達
者
で
し
た
か
」 

「
お
帰
り
な
さ
い
ま
せ
、
お
疲
れ
で
し
ょ
う
」 

「
お
い
で
な
さ
れ
ま
せ
、
お
い
で
な
さ
れ
ま
せ
」 

山
陽
道
の
宿
場
町
廿
日
市
の
、
海
道
に
面
し
た
大
黒
屋

の
店
先
は
、
旅
人
達
の
出
入
り
で
大
変
な
繁
盛
ぶ
り
で

あ
っ
た
。 

 

武
士
や
町
人
、
歩
く
人
、
駕
籠
に
乗
っ
た
人
、
馬
車
、

荷
車
な
ど
、
大
阪
と
下
関
を
結
ぶ
山
陽
道
は
、
朝
早
く

か
ら
日
暮
れ
ま
で
、
行
き
交
う
人
々
で
大
変
な
賑
わ
い

で
あ
っ
た
。
云
々
・
・
・
。
菩
提
寺
の
蓮
教
寺
の
過
去

帳
に
よ
る
と
、
初
め
に
天
明

て
ん
め
い

二
年
大
黒
屋
八
三
郎
と
あ

る
か
ら
、
こ
の
八
三
郎
が
五
十
年
生
き
て
い
た
と
し

て
、
享
保

き
ょ
う
ほ

十
七
年
（
一
七
三
二
）
つ
ま
り
八
代
将
軍
徳

川
吉
宗
の
時
代
で
、
中
御
門
天
皇
の
御
代

み

よ

か
ら
で
あ
る
。 

然
し
今
か
ら
二
百
五
十
年
前
の
こ
の
大
黒
屋
八
三

郎
が
、
果
た
し
て
桶
ず
し
を
や
っ
て
い
た
か
ど
う
か
は

審
つ
ま
び

ら
か
で
は
な
い
が
、
百
六
十
年
前
の
文
化
十
一
年

（
一
八
一
四
）
つ
ま
り
十
一
代
将
軍
徳
川
家
斉
の
時
代

で
、
光
格
天
皇
の
御
代
に
は
大
黒
屋
新
助
が
い
て
、
お

得
意
先
の
旅
人
や
近
郊
の
人
々
の
間
で
は
、
大
黒
屋
の



大○

と
新
助
の
新○

を
詰
め
て
大
新
の
桶
ず
し
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は
明
瞭

で
あ
る
か
ら
、
そ
の
頃
に
は
確
か
に
桶
ず
し
を
や
っ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
（
註
１
）
。

云
々
・
・
。
大
新
の
桶
ず
し
は
私
が
十
七
、
八
才
の
こ
ろ
ま
で
や
っ
て
い
た
。・
・
云
々
・
・
。 

祖
母
は
毎
日
女
中
た
ち
を
督
励
し
て
よ
く
立
ち
働
き
、
沢
山
の
桶
ず
し
を
作
っ
て

い
た
が
、
男
の
子
の
私
に
は
秘
伝
の
味
付
け
や
風
味
の
出
し
方
な
ど
さ
っ
ぱ
り
教
え

ら
れ
て
い
な
い
。 
祖
母
の
方
が
次
に
継
承
さ
れ
な
い
ま
ま
、
時
代
が
進
み
交
通
の

便
が
良
く
な
り
、
街
道
を
往
来
す
る
旅
人
も
次
第
に
少
な
く
な
っ
て
、
廿
日
市
は
宿

場
で
は
な
く
寂さ

び

れ
て
、
桶
ず
し
の
売
れ
行
き
も
少
な
く
、
い
つ
の
間
に
か
や
め
て
し

ま
っ
た
。
云
々
。 

こ
の
よ
う
に
、
と
て
も
残
念
な
こ
と
で
す
が
、
気
に
な
る
大
新
の
酢
は
、
大
新
利

雄
さ
ん
に
も
継
承
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
永
久
に
不
詳
の
ま
ま
と
な
っ
た
の
で
す
。 

 ◆
資
料
に
よ
る
大
新
の
確
認
（
資
料
①
②
） 

実
は
、
廿
日
市
町
史
の
江
戸
中
後
期
か
ら
、
寛
永
十
五
年
（
一
六
三
八
）
に
は
見

当
た
り
ま
せ
ん
。 

や
っ
と
二
百
二
十
九
年
後
の
幕
末
、
慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）「
安
芸
国
廿
日
市
町

地
詰
帳
」
に
中
東
下
側
下
屋
敷 

大
黒
屋
新
助
二
筆
の
記
載
が
あ
り
ま
す
（
資
料
①

②
）。
古
絵
図
に
も
大
黒
屋
、
大
新
な
る
家
号
の
記
載
は
見
当
た
り
ま
せ
ん
。 

文
頭
、
町
史
八
九
六
頁
の
「
大
新
桶
ず
し
の
コ
メ
ン
ト
」
の
典
拠
は
な
に
か
。
起 

（
註
１
）
明
瞭
で
あ
る
か
ら
お
よ
び
文
化
十
一
年
説
は
典
拠
が
不
明
で
す
。
そ
の
頃

に
は
確
か
に
桶
ず
し
を
や
っ
て
い
た
は
ず
と
い
う
典
拠
が
見
つ
か
り
ま
せ
ん
。 

 

◆
お
わ
り
に 

証
拠
が
な
い
と
、
は
っ
き
り
と
「
こ
れ
だ
」
と
は
云
え
ま
せ
ん
。 

数
か
月
調
べ
て
も
資
料
が
出
て
こ
ず
（
特
に
町
史
に
）
、
由
来
は
お
か
し
い
と
思
い

始
め
、
町
史
の
地
詰
帳
を
江
戸
中
期
か
ら
思
い
も
し
な
か
っ
た
江
戸
後
期
そ
れ
も
最

末
期
迄
を
調
べ
て
二
行
の
証
拠
を
見
出
し
た
の
で
す
。
改
元
す
れ
ば
明
治
な
の
で
す
。 

地じ

詰づ

め
と
は
、
江
戸
時
代
の
検
地

け

ん

ち

の
ひ
と
つ
で
、
田
畑
の
等
級
や
石
盛(

こ
く
も
り)

は

従
来
の
ま
ま
と
し
、
反
別
を
測
量
し
て
修
正
す
る
こ
と
。
地
押
し
の
こ
と
で
す
。 

大
新
が
江
戸
を
起
源
と
す
る
な
ら
ば
、
必
ず
、「
地
詰
帳
」
に
記
載
が
あ
る
は
ず
で
す
。

そ
の
公
文
書
た
る
「
地
詰
帳
」
に
幕
末
の
記
録
し
か
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
の
で
す
。
こ
れ

は
意
外
で
し
た
。 

従
っ
て
、
既
述
の
由
来
は
口
伝

く

で

ん

と
し
て
尊
重
し
た
上
で
、
屋
号
や
大
新
の
桶
ず
し
の
起

源
な
ど
の
最
終
結
論
を
こ
こ
で
述
べ
る
な
ら
ば
、
現
在
知
り
得
る
町
史
の
確
定
の
資

料
か
ら
、
大
黒
屋
新
助
は
幕
末
の
慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）
以
前
か
ら
と
し
か
云
え

な
い
の
で
す
。
地
詰
帳
記
載
か
ら

遡
さ
か
の
ぼ

る
と
し
て
も
せ
い
ぜ
い
数
十
年
か
な
と
思
わ

れ
ま
す
。 

 
 

（
完
） 

源
は
遠
く
戦
国
時
代
に
あ
り
に
翻
弄

ほ
ん
ろ
う

さ
れ
続
け
数
ヶ
月
経
て
も
見
当
た
ら
ず
、
今
更

な
が
ら
疑
念
が
生
じ
て
き
ま
す
。 

  

   

 



◆
資
料
①
②
、 

廿
日
市
町
史
資
料
編
二
に
見
え
る
最
古
の
地
詰
帳 

寛
永
十
五
年
「
安
芸
国
廿
日

市
町
地
詰
之
帳
」
と
慶
応
三
年
の
比
較
検
討
。 

 

① 

安
芸
国
廿
日
市
町
地
詰
之
帳
（
寛
永
十
五
年-

一
六
三
八

） 
 

P207

～208  

廿
日
市
町
役
場
所
蔵 

付
紙 

左
中
東
町
下
側 

下
屋
敷
壱
畝
九
歩 

 
 
 

壱
斗
九
升
五
合 

 
 

ひ
か
し
屋 

 

次
右
衛
門 

下
屋
敷
壱
畝
拾
八
歩 

 
 

壱
斗
四
升 

 
 
 

 

き
り
む
き
や 

理
右
衛
門 

下
屋
敷
壱
畝
拾
五
歩 

 
 

弐
斗
弐
升
五
合 

 
 

石
内
屋 

 
 

助
右
衛
門 

中
屋
敷
壱
畝
拾
八
歩 

 
 

弐
斗
七
升
弐
合 

 
 

山
城
屋 
 

  

惣
兵
衛 

中
屋
敷
壱
畝
拾
八
歩 

 
 

弐
斗
七
升
弐
合 

 
 

た
は
こ
屋 

 

新
三
郎 

中
屋
敷
壱
畝
九
歩 

 
 
 

弐
斗
弐
升
壱
合 

 
 

お
に 

 
 
 

喜
三
郎 

中
屋
敷
壱
畝
三
歩 

 
 
 

壱
斗
八
升
七
合 

 
 

す
こ
う
け
ん 
惣
十
郎 

中
屋
敷
壱
畝
六
歩 

 
 
 

弐
斗
四
合 

 
 
 

 

山
舛
屋 

 
 

清
右
衛
門 

中
屋
敷
壱
畝
六
歩 

 
 
 

弐
斗
四
合 

 
 
 

 

つ
ち
屋 

 
 

惣
左
衛
門 

 

② 

安
芸
国
廿
日
市
町
地
詰
帳
（
慶
応
三
年-

一
八
六
七

） 
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廿
日
市
町
役
場
所
蔵 

付
紙 

中
東
下
側 

下
屋
敷
壱
畝
九
歩 

 
 

 

壱
斗
九
升
五
合 

 
 

万
屋 

 
 
 

善 
 

次 

下
屋
敷
壱
畝
拾
八
歩 

 
 

壱
斗
四
升 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

同 
 

人 

下
屋
敷
壱
畝
拾
五
歩 

 
 

弐
斗
弐
升
五
合 

 
 

大
黒
屋 

 
 

新 
 

助 

中
屋
敷
壱
畝
拾
八
歩 
 

 

弐
斗
七
升
弐
合 

 
 
 
 
 
 
 
 

同 
 

人 

中
屋
敷
壱
畝
拾
八
歩 

 
 

弐
斗
七
升
弐
合 

 
 

宮
本
屋 

 
 

調 
 

七 

中
屋
敷
壱
畝
九
歩 

 
 

 

弐
斗
弐
升
壱
合 

 
 

 

中
屋
敷
壱
畝
三
歩 

 
 

 

壱
斗
八
升
七
合 

 
 

内 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

弐
斗
四
合 

 

太 
 

十 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

弐
斗
四
合 

 

袖 
 

吉 

中
屋
敷
壱
畝
六
歩 

 
 

 

弐
斗
四
合 

 
 
 
 

宮
本
屋 

 
 

万 
 

吉 

中
屋
敷
壱
畝
六
歩 

 
 

 

弐
斗
四
合 

 
 
 
 

宮
本
屋 

 
 

万 
 

吉 

  

①
と
②
の
資
料
の
所
在
・
屋
敷
等
級
反
別
・
石
高
・
名
請
人
が
そ
れ
ぞ
れ
の
年
代

に
あ
る
。
よ
く
見
る
と
、
所
在
・
屋
敷
等
級
反
別
・
石
高
は
同
じ
で
あ
る
。
廿
日
市

に
於
い
て
は
、
藩
主
が
変
わ
っ
て
も
寛
永
十
五
年
か
ら
慶
応
三
年
の
二
百
二
十
九
年

間
、
年
貢
の
基
礎
の
「
村
高
」
は
不
変
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
の
こ
と
が

大
新
の
特
定
を
容
易
に
し
て
い
る
の
で
す
。 

屋
号
の
比
較
か
ら
名
請
人
は
入
れ
替
わ
っ
て
い
ま
す
。
寛
永
十
五
年
は
九
筆
・
名

請
人
九
人
が
、
慶
応
三
年
に
は
十
筆
・
名
請
人
六
人
と
変
遷
が
み
ら
れ
ま
す
。 

こ
う
し
て
大
黒
屋 

新
助
の
宅
地
二
筆
は
、
寛
永
十
五
年
に 

下
屋
敷
壱
畝
拾
五
歩 

石
内
屋 

助
右
衛
門
・
中
屋
敷
壱
畝
拾
八
歩 

山
城
屋 

惣
兵
衛
が
名
請
人
の
宅
地

で
あ
っ
た
こ
と
が
知
れ
る
の
で
す
。 

   




